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5 ． 悪 性 リ ン パ 腫 と 臨 床 診 断 さ れ た 脳 腫 瘍 の 1 剖 検 例

症例 は死亡時 8 1 才男性. 1 9 9 9 年 の 3 月頃より,

顔面浮腫及びめまい を自覚. 5 月頃より傾眠傾向

と痴呆 が増強 し 6 月 に入 院. 頭部 C T にて著明な

脳浮腫と, 両側前頭葉に腫癌性病変が認められた.

浸透圧利尿剤と ス テ ロ イ ドの 使用 にて 意識状態は

改善し
, 腫癌性病変も縮小 した.

ス テ ロ イ ドが著

効 した こと か ら
,
臨床的に悪性リ ンパ 腫と診断さ

れた ･ そ の 後, 意識状態 は徐々 に悪化 し
,
疫撃発

作も認め られたりするため, ス テ ロ イ ドと浸透圧

利尿剤 の 投与が繰 り返 さ れた . し か し
, 症状 は

徐 々 に増悪. 寝たきり状態となり, 20 0 1 年 5 月 1 0

日 に肺炎 にて死亡した .

病理所見 ( S N 3 6 1) と して は, 脳垂は 1 3 5 0 g
で

,
肉眼所見では側坐核を中心に灰白色で境界不

鮮明な腫癌が認めら れた . 明らか な塊状で はなく,

既存構造 の 破壊や壊死
,
出血

, 嚢胞 は なか っ た

(図 1) ･ 光顕 では, 中心部は類円形で, 核は小型,

胞体は は っ きりしない細胞が主 で, 細胞密度が高

く , 血管周囲性に集族する パ タ ー ンを認め たが
,

細胞分裂はほとんど認め られなか っ た ( 図 2) . 周

辺部で は紡錘形の 細胞が主 で, 周囲組織 へ の 浸潤

があり
, 細胞分裂は認め られた . 免疫染色 で はリ

ン パ 球系の マ ー カ ー は陰性 で , G F A P で は周辺 へ

の 浸潤 部位 で わず か に染色 さ れ た . E M A や

sy n a pt o p b y si n は陰性 だっ た . 電顕 で は胞体内に

細胞内小器官が認め られたが, グリ ア線維や シナ

プス小胞 はなか っ た .

腫癌は脳梁を介して , 両側の基底核か ら側頭葉,

前頭葉, 脳幹にびまん性に浸潤して い た∴ 類円形

で胞体の 少 ない 細胞 で , 細胞分裂 の 所見があり
,

G F A P に ほ とんど染ま らな い ことや発症年齢, 腫

癌の 部位,
一 部 m a s s を形成 して い る こ とを考慮
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して 腰芽腫 が考 えられた. し か し
, 腫癌細胞 が既

存構造の破壊を伴わず浸潤 して い る こと か ら考え

ると
, 大脳腰腫症と診断する事が適 当と考え られ

た.

図 1 左側坐核 レ ベ ル の 冠状断

像 . 側坐核を中心 に境界

不顛羊明な腫癌を認め る.
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図 2 左側坐核の 強拡像 ( 対物 40 倍) . 類円形, 核は

小型, 胞体は不明瞭な細胞が ,
血管周囲に ,

細胞

密度高く集焦 して い る.

6 . イ ンフ ル エ ンザ脳症 の
一 剖検例

イ ン フ ル エ ンザウイ ル ス 感染後 に死亡 した 4 歳

男児を経験 したの で報告する.

臨床経過 : 平成 1 1 年 1 月 1 9 日朝 ,
発熱と咳嚇

で 発症 し
,
抗生剤と解熱剤が投与された. 2 0 日よ

り意識低下と 口 と鼻 か ら出血 があ っ た . D I C
,
忠

性脳炎
･ 脳症と診断され

,
輸血と ヘ パ リ ン ,

マ ニ

ト
ー ル

,
抗生剤 (A B P C , C T 7() , 利尿剤が投与さ

れた が
,
1 7 時, 瞳孔散大 ,

対光反射消失 した. 2 1

日
,
脳波平坦 と なり ,

2 2 日 に 死亡 した . 家族歴
,

既往歴 : 特記す べ き事はな い が ,
1 1 日 に 同 じ町内

で急性脳症を発症後同日死亡 した 8 歳男児と接触

が あ っ た .
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検査所見 : 入院時 ,
W B C 1 4 3 0 0

,
R B C 4 0 1 万

,

plt 3 . 5 万
,
A m > 3 0 0 秒

,
P T > 1 8 0 秒

,
fib -

rin o g e n < 5 0 m g / dl , F D P 2 3 9 5 FL g / dl , C P K 1 2 0

I U
,
A S T 2 3 0 I U , A I J 5 4 I U , L D H 1 4 5 5 I U , S

-

a m yl a s e 2 6 0 7 I U /1 であ っ た. リ ンパ 節
,
肝

,
気管

で イ ン フ ル エ ンザウ イ ル ス ( A
,
ホ ン コ ン) が検

出された .

病理解剖所見 : 1 . 脳浮腫 ( 1 5 2 0 g ) と欝血と

虚血性変化が あり ,
G F A P 染色 で は グリ ア突起の

膨化と変形がみ られ
,
cl a s m at o d e n d r o si s を示 し

た
. 血管周囲に蛋白液の 漏出が あり,

& M I P に染

色 される ミ ク ロ グ リ ア ,
組織球が集族 して い た .


